ひかる源氏名のみこと〱しういひけたれたまふとかおほかなるにいとゝかゝ
るすきことゝもをすゑの世にもきゝつたへてかろひたる名をやなかさむとしの
ひ給けるかくろへことをさへかたりつたへけむ人のものいひさかなさよさるは
いといたく世をはゝかりまめたち給けるほとなよひかにをかしきことはなくて
かたのゝ少将にはわらはれ給けむかしまた中将なとにものし給しときは内にの
みさふらひようし給て大殿にはたえ〱まかて給ふしのふのみたれやとうたか
ひきこゆる事もありしかとさしもあためきめなれたるうちつけのすき〱しさ
なとはこのましからぬ御本上にてまれにはあなかちにひきたかへ心つくしなる
ことを御心におほしとゝむるくせなむあやにくにてさるましき御ふるまひもう
ちましりけるなかあめはれまなきころ内の御ものいみさしつゝきていとゝなか
ゐさふらひ給を大殿にはおほつかなくうらめしくおほしたれとよろつの御よそ
ひなにくれとめつらしきさまにてうしいて給つゝ御むすこの君たちたゝこの御
とのゐところに宮つかへをつとめ給ふ宮はらの中将はなかにしたしくなれきこ
え給てあそひたはふれをも人よりは心やすくなれ〱しくふるまひたり右のお
とゝのいたはりかしつき給ふすみかはこの君もいとものうくしてすきかましき
あた人なりさとにてもわかかたのしつらひまはゆくして君のいていりし給にう
ちつれきこえ給つゝよるひるかくもむをもあそひをももろともにしておさ〱
たちをくれすいつくにてもまつはれきこえ給ふほとにをのつからかしこまりも
えをかす心のうちにおもふこともかくしあへすなんむつれきこえ給けるつれ
〱とふりくらしてしめやかなるよひの雨に殿上にもおさ〱人すくなに御と
のゐ所もれいよりはのとやかなる心ちするにおほとなふらちかくてふみともな
とみ給ちかきみつしなるいろ〱のかみなるふみともをひきいてゝ中将わりな
くゆかしかれはさりぬへきすこしはみせむかたわなるへきもこそとゆるし給は
ねはそのうちとけてかたはらいたしとおほされんこそゆかしけれをしなへたる
おほかたのはかすならねとほと〱につけてかきかはしつゝもみ侍なんをのか
しゝうらめしきおり〱まちかほならむゆふくれなとのこそみ所はあらめとゑ
んすれはやむことなくせちにかくし給へきなとはかやうにおほそうなるみつし
なとにうちをきちらし給ふへくもあらすふかくとりをき給へかめれは二のまち
の心やすきなるへしかたはしつゝみるによくさま〱なるものともこそ侍けれ
とて心あてにそれかかれかなととふなかにいひあつるもありもてはなれたるこ
とをも思ひよせてうたかふもをかしとおほせとことすくなにてとかくまきらは
しつゝとりかくし給つそこにこそおほくつとへ給らめすこしみはやさてなんこ
のつしも心よくひらくへきとのたまへは御らむし所あらむこそかたく待らめな
ときこえ給ふついてに女のこれはしもとなんつくましきはかたくもあるかなと
やう〱なむみ給へしるたゝうはへはかりのなさけにてはしりかきおりふしの
いらへ心えてうちしなとはかりはすいふんによろしきもおほかりとみ給れとそ
もまことにそのかたをとりいてんえらひにかならすもるましきはいとかたしや
わか心えたる事はかりををのかしゝ心をやりて人をはおとしめなとかたはらい
たき事おほかりおやなとたちそひもてあかめておひさきこもれるまとのうちな
るほとはたゝかたかとをきゝつたへて心をうこかすこともあめりかたちをかし
くうちおほときわかやかにてまきるゝことなきほとはかなきすさひをも人まね
に心をいるゝ事もあるにをのつからひとつゆへつけてしいつる事もありみる人
をくれたるかたをはいひかくしさてありぬへきかたをはつくろひてまねひいた
すにそれしかあらしとそらにいかゝはをしはかりおもひくたさむまことかとみ
もてゆくにみをとりせぬやうはなくなんあるへきとうめきたるけしきもはつか
しけなれはいとなへてはあらねと我おほしあはすることやあらむうちほをえみ
てそのかたかともなき人はあらむやとの給へはいとさはかりならむあたりには
たれかはすかされより侍らむとる方なくくちおしきゝはというなりとおほゆは
かりすくれたるとはかすひとしくこそ侍らめ人のしなたかくむまれぬれは人に
もてかしつかれてかくるゝ事おほくしねんにそのけはひこよなかるへし中のし
なになん人の心〱をのかしゝのたてたるおもむきもみえてわかるへきことか
た〱おほかるへきしものきさみといふきはになれはことにみゝたゝすかしと
ていとくまなけなるけしきなるもゆかしくてそのしな〱やいかにいつれをみ
つのしなにをきてかわくへきもとのしなたかくむまれなから身はしつみくらゐ
みしかくて人けなき又なを人のかむたちめなとまてなりのほりわれはかほにて
家のうちをかさり人におとらしとおもへるそのけちめをはいかゝわくへきとと
ひ給ほとに左のむまのかみ藤式部のそう御物いみにこもらむとてまいれり世の
すきものにてものよくいひとをれるを中将まちとりてこのしな〱をわきまへ
さためあらそふいときゝにくき事おほかりなりのほれとももとよりさるへきす
ちならぬは世人のおるへることもさはいへとなをことなり又もとはやむことな
きすちなれと世にふるたつきすくなく時世にうつろひておほえおとろえぬれは
心は心として事たらすわろひたる事ともいてくるわさなめれはとり〱にこと
はりてなかのしなにそをくへきすりやうといひて人の国のことにかゝつらひい
となみてしなさたまりたる中にも又きさみ〱ありて中のしなのけしうはあら
ぬえりいてつへきころほひ也なま〱の上達部よりも非参議の四位ともの世の
おほえくちおしからすもとのねさしいやしからぬやすらかに身をもてなしふる
まひたるいとかはらかなりや家のうちにたらぬことなとはたなかめるまゝには
ふかすまはゆきまてもてかしつけるむすめなとのおとしめかたくおひいつるも
あまたあるへし宮つかへにいてたちておもひかけぬさいはひとりいつるためし
ともおほかりかしなといへはすへてにきはゝしきによるへきなむなりとてわら
ひ給ふをこと人のいはむやうに心えすおほせらると中将にくむもとのしな時世
のおほえうちあひやむことなきあたりのうち〱のもてなしけはひをくれたら
むはさらにもいはすなにをしてかくおひいてけむといふかひなくおほゆへしう
ちあひてすくれたらむもことはりこれこそはさるへきことゝおほえてめつらか
なる事と心もおとろくましなにかしかをよふへきほとならねはかみかかみはう
ちをき侍ぬさてよにありと人にしられすさひしくあはれたらむむくらのかとに
おもひのほかにらうたけならん人のとちられたらんこそかきりなくめつらしく
はおほえめいかてはたかゝりけむとおもふよりたかへることなんあやしく心と
まるわさなるちゝのとしおひものむつかしけにふとりすきせうとのかほにくけ
におもひやりことなる事なきねやのうちにいといたくおもひあかりはかなくし
いてたることわさもゆへなからすみえたらむかたかとにてもいかゝ思ひのほか
にをかしからさらむすくれてきすなきかたのえらひにこそをよはさらめさるか
たにてすてかたきものをはとて式部をみやれはわかいもうととものよろしきゝ
こえあるをおもひての給にやとや心うらむものもいはすいてやかみのしなとお
もふにたにかたけなるよをと君はおほすへししろき御そとものなよゝかなるに
なをしはかりをしとけなくきなし給てひもなともうちすてゝそひふし給へる御
ほかけいとめてたく女にてみたてまつらまほしこの御ためにはかみかかみをえ
りいてゝも猶あくましくみえ給ふさま〱の人のうへともをかたりあはせつゝ
おほかたの世につけてみるにはとかなきもわかものとうちたのむへきをえらん
におほかる中にもえなんおもひさたむましかりけるおのこの大やけにつかうま
つりはか〱しき世のかためとなるへきもまことのうつはものとなるへきをと
りいたさむにはかたかるへしかしされとかしこしとてもひとりふたり世中をま
つりこちしるへきならねはかみはしもにたすけられしもはかみになひきて事ひ
ろきにゆつろふらんせはき家のうちのあるしとすへき人ひとりをおもひめくら
すにたらはてあしかるへき大事ともなむかたかたおほかるとあれはかゝりあふ
さきるさにてなのめにさてもありぬへき人のすくなきをすき〱しき心のすさ
ひにて人のありさまをあまたみあはせむのこのみならねとひとへにおもひさた
むへきよるへとすはかりにおなしくはわかちからいりをしなをしひきつくろふ
へき所なく心にかなふやうにもやとえりそめつる人のさたまりかたきなるへし
かならすしもわかおもふにかなはねとみそめつる契はかりをすてかたく思ひと
まる人はものまめやかなりとみえさてたもたるゝ女のためも心にくゝをしはか
らるゝなりされとなにか世のありさまをみたまへあつむるまゝに心にをよはす
いとゆかしき事もなしや君達のかみなき御えらひにはましていかはかりの人か
はたくひ給はんかたちきたなけなくわかやかなるほとのをのかしゝはちりもつ
かしと身をもてなしふみをかけとおほとかにことえりをしすみつきほのかに心
もとなくおもはせつゝ又さやかにもみてしかなとすへなくまたせわつかなるこ
ゑきくはかりいひよれといきのしたにひきいれことすくなゝるかいとよくもて
かくすなりけりなよひかに女しとみれはあまりなさけにひきこめられてとりな
せはあためくこれをはしめのなむとすへしことかなかになのめなるましき人の
うしろみのかたはものゝあはれしりすくしはかなきついてのなさけありをかし
きにすゝめるかたなくてもよかるへしとみえたるに又まめ〱しきすちをたて
ゝみゝはさみかちにひさうなき家とうしのひとへにうちとけたるうしろみはか
りをしてあさゆふのいていりにつけてもおほやけわたくしの人のたゝすまひよ
きあしき事のめにもみゝにもとまるありさまをうとき人にわさとうちまねはん
やはちかくてみん人のきゝわきおもひしるへからむにかたりもあはせはやとう
ちもゑまれなみたもさしくみもしはあやなきおほやけはらたゝしく心ひとつに
おもひあまる事なとおほかるをなにゝかはきかせむとおもへはうちそむかれて
人しれぬ思いてわらひもせられあはれともうちひとりこたるゝになに事そなと
あはつかにさしあふきゐたらむはいかゝはくちおしからぬたゝひたふるにこめ
きてやはらかならむ人をとかくひきつくろひてはなとかみさらん心もとなくと
もなをしところある心地すへしけにさしむかひてみむほとはさてもらうたきか
たにつみゆるしみるへきをたちはなれてさるへきことをもいひやりおりふしに
しいてむわさのあた事にもまめことにもわか心とおもひうる事なくふかきいた
りなからむはいとくちおしくたのもしけなきとかやなをくるしからむつねはす
こしそは〱しく心つきなき人のおりふしにつけていてはへするやうもありか
しなとくまなきものいひもさためかねていたくうちなけくいまはたゝしなにも
よらしかたちをはさらにもいはしいとくちおしくねちけかましきおほえたにな
くはたゝひとへにものまめやかにしつかなる心のおもむきならむよるへをそつ
ゐのたのみ所には思ひをくへかりけるあまりゆへよし心はせうちそへたらむを
はよろこひにおもひすこしをくれたるかたあらむをもあなかちにもとめくはへ
しうしろやすくのとけき所たにつよくはうはへのなさけはをのつからもてつけ
つへきわさをやえんにものはちしてうらみいふへきことをもみしらぬさまにし
のひてうへはつれなくみさをつくりこゝろひとつに思あまる時はいはんかたな
くすこきことのはあはれなるうたをよみをきしのはるへきかたみをとゝめてふ
かき山さと世はなれたるうみつらなとにはひかくれぬるおりかしわらはに侍し
とき女房なとの物かたりよみしをきゝていとあはれにかなしく心ふかきことか
なと涙をさへなんおとし侍しいま思にはいとかる〱しくことさらひたる事也
心さしふかゝらんおとこをゝきてみるめのまへにつらきことありとも人の心を
みしらぬやうにゝけかくれて人をまとはし心をみんとするほとになかき世の物
おもひになるいとあちきなき事也心ふかしやなとほめたてられてあはれすゝみ
ぬれはやかてあまになりぬかし思ひたつほとはいと心すめるやうにて世にかへ
りみすへくもおもへらすいてあなかなしかくはたおほしなりにけるよなとやう
にあひしれる人きとふらひひたすらにうしともおもひはなれぬ男きゝつけて涙
おとせはつかふ人ふるこたちなと君の御心はあはれなりけるものをあたら御身
をなといふみつからひたひかみをかきさくりてあへなく心ほそけれはうちひそ
みぬかししのふれと涙こほれそめぬれはおり〱ことにえねむしえすくやしき
ことおほかめるに仏も中〱心きたなしとみ給つへしにこりにしめるほとより
もなまうかひにてはかへりてあしきみちにもたゝよひぬへくそおほゆるたえぬ
すくせあさからてあまにるなさてたつねとりたらんもやかてそのおもひいてう
らめしきふしあらさらんやあしくもよくもあひそひてとあらむおりもかゝらん
きさみをもみすくしたらん中こそ契ふかくあはれならめわれも人もうしろめた
く心をかれしやは又なのめにうつろふかたあらむ人をうらみてけしきはみそむ
かんはたおこかましかりなん心はうつろふかたありともみそめし心さしいとお
しくおもはゝさるかたのよすかにおもひてもありぬへきにさやうならむたちろ
きにたへぬへきわさなりすへてよろつの事なたらかにゑんすへきことをはみし
れるさまにほのめかしうらむへからむふしをもにくからすかすめなさはそれに
つけてあはれもまさりぬへしおほくはわか心もみる人からおさまりもすへしあ
まりむけにうちゆるへみはなちたるも心やすくらうたきやうなれとをのつから
かろきかたにそおほえ侍かしつなかぬ舟のうきたるためしもけにあやなしさは
侍らぬかといへは中将うなつくさしあたりてをかしともあはれとも心にいらむ
人のたのもしけなきうたかひあらむこそ大事なるへけれわか心あやまちなくて
みすくさはさしなをしてもなとかみさらむとおほえたれとそれさしもあらしと
もかくもたかふへきふしあらむをのとやかにみしのはむよりほかにます事ある
ましかりけりといひてわかいもうとの姫君はこのさためにかなひ給へりとおも
へは君のうちねふりてことはませ給はぬをさう〱しく心やましとおもうむま
のかみ物さためのはかせになりてひゝらきゐたり中将はこのことはりきゝはて
むと心いれてあへしらひゐ給へりよろつの事によそへておほせきのみちのたく
みのよろつの物を心にまかせてつくりいたすもりむしのもてあそひものゝその
物とあともさたまらぬはそはつきされはみたるもけにかうもしつへかりけりと
時につけつゝさまをかへていまめかしきにめうつりてをかしきもあり大事とし
てまことにうるはしき人のてうとのかさりとするさたまれるやうある物をなん
なくしいつる事なんなをまことのものゝ上手はさまことにみえわかれ侍又ゑと
ころに上手おほかれとすみかきにえらはれてつきつきにさらにおとりまさるけ
ちめふとしもみえわかれすかゝれと人のみをよはぬほうらいの山あらうみのい
かれるいほのすかたから国のはけしきけたものゝかたちめにみえぬおにのかほ
なとのおとろ〱しくつくりたる物は心にまかせてひときはめおとろかしてし
ちにはにさらめとさてありぬへし世のつねの山のたゝすまひ水のなかれめにち
かき人の家ゐありさまけにとみえなつかしくやはらいたるかたなとをしつかに
かきませてすくよかならぬ山のけしきこふかくよはなれてたゝみなしけちかき
まかきのうちをはその心しらひをきてなとをなん上手はいといきほひことにわ
ろ物はおよはぬ所おほかめるてをかきたるにもふかき事はなくてこゝかしこの
てんなかにはしりかきそこはかとなくけしきはめるはうちみるにかと〱しく
けしきたちたれとなをまことのすちをこまやかにかきえたるはうはへのふてき
えてみゆれといまひとたひとりならへてみれは猶しちになんよりけるはかなき
事たにかくこそ侍れまして人の心の時にあたりてけしきはめらむみるめのなさ
けをはえたのむましくおもふ給へて侍るそのはしめの事すき〱しくとも申侍
らむとてちかくゐよれは君もめさまし給ふ中将いみしくしんしてつらつえをつ
きてむかひゐ給へりのりの師の世のことはりときゝかせむ所の心ちするもかつ
はをかしけれとかゝるついてはをの〱むつこともえしのひとゝめすなんあり
けるはやうまたいと下らうに侍し時あはれとおもふ人侍ききこえさせつるやう
にかたちなといとまほにも侍らさりしかはわかきほとのすき心にはこの人をと
まりにともおもひとゝめ侍らすよるへとは思ひなからさう〱しくてとかくま
きれ侍しをものゑんしをいたくし侍しかは心つきなくいとかゝらておいらかな
らましかはとおもひつゝあまりいとゆるしなくうたかひ侍しもうるさくてかく
かすならぬ身をみもはなたてなとかくしもおもふらむと心くるしきおり〱も
侍てしねんに心おさめらるゝやうになん侍しこの女のあるやうもとよりおもひ
いたらさりける事にもいかてこの人のためにはとなきてをいたしをくれたるす
ちの心をもなをくちおしくはみえしとおもひはけみつゝとにかくにつけてもの
まめやかにうしろみつゆにても心にたかふことはなくもかなと思へりしほとに
すゝめるかたと思ひしかととかくになひきてなよひゆきみにくきかたちをもこ
の人にみやうとまれんとわりなくおもひつくろひうとき人にみえはおもてふせ
にや思はんとはゝかりはちてみさをにもてつけてみなるゝまゝに心もけしうは
あらす侍しかとたゝこのにくきかたひとつなん心おさめす侍しそのかみおもひ
侍しやうかうあなかちにしたかひをちたる人なめりいかてこるはかりのわさし
ておとしてこのかたもすこしよろしくもなりさかなさもやめむとおもひてまこ
とにうしなともおもひてたえぬへきけしきならはかはかりわれにしたかふ心な
らはおもひこりなむと思給へえてことさらになさけなくつれなきさまをみせて
れいのはらたちゑんするにかくおそましくはいみしき契りふかくともたえて又
みしかきりとおもはゝかくわりなきものうたかひはせよゆくさきなかくみえむ
とおもはゝつらきことありともねんしてなのめにおもひなりてかゝる心たにう
せなはいとあはれとなん思ふへき人なみ〱にもなりすこしおとなひんにそへ
てもまたならふ人なくあるへきやうなとかしこくおしへたつるかなと思給へて
我たけくいひそし侍にすこしうちわらひてよろつにみたてなく物けなきほとを
みすくして人かすなる世もやとまつかたはいとのとかにおもひなされて心やま
しくもあらすつらき心をしのひておもひなをらんおりをみつけんととし月をか
さねんあいなたのみはいとくるしくなんあるへけれはかたみにそむきぬへきき
さみになむあるとねたけにいふにはらたゝしくなりてにくけなる事ともをいひ
はけまし侍に女もえおさめぬすちにておよひひとつをひきよせてくひて侍りし
をおとろ〱しくかこちてかゝるきすさへつきぬれはいよ〱ましらひをすへ
きにもあらすはつかしめ給めるつかさくらゐいとゝしくなにゝつけてかは人め
かん世をそむきぬへき身なめりなといひおとしてさらはけふこそはかきりなめ
れとこのおよひをかゝめてまかてぬ
　　てをおりてあひみし事をかそふれはこれひとつやは君かうきふしえうらみ
しなといひ侍れはさすかにうちなきて
　　うきふしを心ひとつにかそへきてこや君かてをわかるへきおりなといひし
ろひ侍しかとまことにはかはるへきことゝも思給へすなからひころふるまてせ
うそこもつかはさすあくかれまかりありくにりむしのまつりのてうかくに夜ふ
けていみしうみそれふる夜これかれまかりあかるゝ所にておもひめくらせは猶
家ちと思はむかたは又なかりけり内わたりのたひねすさましかるへくけしきは
めるあたりはそゝろさむくやとおもふ給へられしかはいかゝおもへるとけしき
もみかてら雪をうちはらひつゝなま人わるくつめくはるれとさりともこよひひ
ころのうらみはとけなむと思給へしに火ほのかにかへにそむけなへたるきぬと
ものあつこへたるおほいなるこにうちかけてひきあくへきものゝかたひらなと
うちあけてこよひはかりやとまちけるさまなりされはよと心おこりするにさう
しみはなしさるへき女房ともはかりとまりておやの家にこのよさりなんわたり
ぬるとこたへ侍りえんなる歌もよますけしきはめるせうそこもせていとひたや
こもりになさけなかりしかはあへなき心ちしてさかなくゆるしなかりしも我を
うとみねとおもふかたの心やありけむとさしもみ給へさりしことなれと心やま
しきまゝにおもひ侍しにきるへき物つねよりも心とゝめたる色あひしさまいと
あらまほしくてさすかにわかみすてん後をさへなんおもひやりうしろみたりし
さりともたえておもひはなつやうはあらしと思ふ給へてとかくいひ侍しをそむ
きもせすとたつねまとはさむともかくれしのひすかゝやかしからすいらへつゝ
たゝありしなからはえなんみすくすましきあらためてのとかにおもひならはな
んあひみるへきなといひしをさりともえおもひはなれしと思給へしかはしはし
こらさむの心にてしかあらためむともいはすいたくつなひきてみせしあひたに
いといたくおもひなけきてはかなくなり侍にしかはたはふれにくゝなむおほえ
侍しひとへにうちたのみたらむかたはさはかりにてありぬへくなんおもひ給へ
いてらるゝはかなきあた事をもまことの大事をもいひあはせたるにかひなから
すたつた姫といはむにもつきなからすたなはたのてにもおとるましくそのかた
もくしてうるさくなん侍しとていとあはれとおもひいてたり中将そのたなはた
のたちぬふかたをのとめてなかき契にそあえましけにそのたつた姫のにしきに
はまたしくものあらしはかなき花紅葉といふもおりふしの色あひつきなくはか
〱しからぬは露のはえなくきえぬるわさなりさあるによりかたき世とはさた
めかねたるそやといひはやし給ふさて又おなしころまかりかよひしところは人
もたちまさり心はせまことにゆへありとみえぬへくうちよみはしりかきかいひ
くつまをとてつきくちつきみなたと〱しからすみきゝわたり侍きみるめもこ
ともなく侍しかはこのさかなものをうちとけたるかたにて時〱かくろへみ侍
しほとはこよなく心とまり侍きこの人うせて後いかゝはせむあはれなからもす
きぬるはかひなくてしは〱まかりなるゝにはすこしまはゆくえんにこのまし
き事はめにつかぬ所あるにうちたのむへくはみえすかれ〱にのみみせ侍程に
しのひて心かはせる人そありけらし神無月のころをひ月おもしろかりし夜うち
よりまかて侍にあるうへ人きあひてこの車にあひのりて侍れは大納言の家にま
かりとまらむとするにこの人いふやうこよひ人まつらむやとなんあやしく心く
るしきとてこの女の家はたよきぬみちなりけれはあれたるくつれより池の水か
けみえて月たにやとるすみかをすきむもさすかにており侍ぬかしもとよりさる
心をかはせるにやありけんこの男いたくすゝろきてかとちかきらうのすのこた
つものにしりかけてとはかり月をみるきくいとおもしろくうつろひわたり風に
きほへるもみちのみたれなとあはれとけにみえたりふところなりけるふえとり
いてゝふきならしかけもよしなとつゝしりうたふほとによくなるわこむをしら
へとゝのへたりけるうるはしくかきあはせたりしほとけしうはあらすかしりち
のしらへは女の物やはらかにかきならしてすのうちよりきこえたるもいまめき
たるものゝこゑなれはきよくすめる月におりつきなからす男いたくめてゝすの
もとにあゆみきてにはのもみちこそふみわけたるあともなけれなとねたますき
くをおりて
　　ことのねも月もえならぬやとなからつれなき人をひきやとめけるわろかめ
りなといひていまひとこゑきゝはやすへき人のある時てなのこひ給そなといた
くあされかゝれは女こゑいたうつくろひて
　　木からしに吹あはすめるふえのねをひきとゝむへきことのはそなきとなま
めきかはすににくゝなるをもしらて又さうのことをはむしきてうにしらへてい
まめかしくかいひきたるつまをとかとなきにはあらねとまはゆき心地なんし侍
したゝ時〱うちかたらふみやつかへ人なとのあくまてされはみすきたるはさ
てもみるかきりはをかしくもありぬへし時〱にてもさる所にてわすれぬよす
かとおもふ給へんにはたのもしけなくさしすくいたりと心をかれてその夜の事
にことつけてこそまかりたえにしかこのふたつのことをおもふ給へあはするに
わかき時の心にたに猶さやうにもていてたる事はいとあやしくたのもしけなく
おほえ侍きいまよりのちはましてさのみなんおもふ給へらるへき御心のまゝに
おらはおちぬへきはきの露ひろはゝきえなんとみる玉さゝのうへのあられなと
のえんにあへかなるすき〱しさのみこそをかしくおほさるらめいまさりとも
なゝとせあまりかほとにおほしゝりはへなんなにかしかいやしきいさめにてす
きたはめらむ女に心をかせ給へあやまちしてみむ人のかたくなゝる名をもたて
つへき物なりといましむ中将れいのうなつく君すこしかたゑみてさる事とはお
ほすへかめりいつかたにつけても人わるくはしたなかりけるみ物かたりかなと
てうちわらひおはさうす中将なにかしはしれものゝ物かたりをせむとていとし
のひてみそめたりし人のさてもみつへかりしけはひなりしかはなからふへきも
のとしもおもふ給へさりしかとなれゆくまゝにあはれとおほえしかはたえ〱
わすれぬ物に思給へしをさはかりになれはうちたのめるけしきもみえきたのむ
につけてはうらめしとおもふ事もあらむと心なからおほゆるおり〱も侍しを
みしらぬやうにてひさしきとたえをもかうたまさかなる人ともおもひたらすた
ゝあさゆふにもてつけたらむありさまにみえて心くるしかりしかはたのめわた
る事なともありきかしおやもなくいと心ほそけにてさらはこの人こそはとこと
にふれておもへるさまもらうたけなりきかうのとけきにおたしくてひさしくま
からさりしころこのみ給ふるわたりよりなさけなくうたてある事をなんさるた
よりありてかすめいはせたりける後にこそきゝ侍しかさるうき事やあらむとも
しらす心にわすれすなからせうそこなともせてひさしく侍しにむけにおもひし
ほれてこゝろほそかりけれはおさなきものなともありしにおもひわつらひてな
てしこの花をおりておこせたりしとてなみたくみたりさてそのふみのことはゝ
とゝひ給へはいさやことなる事もなかりきや
　　山かつのかきほあるともおり〱にあはれはかけよなてしこの露おもひい
てしまゝにまかりたりしかはれいのうらもなきものからいとものおもひかほに
てあれたる家の露しけきをなかめてむしのねにきほへるけしきむかし物かたり
めきておほえ侍し
　　さきましる色はいつれとわかねとも猶常夏にしくものそなきやまとなてし
こをはさしをきてまつちりをたになとおやの心をとる
　　うちはらふ袖も露けきとこなつにあらし吹そふ秋もきにけりとはかなけに
いひなしてまめ〱しくうらみたるさまもみえす涙をもらしおとしてもいとは
つかしくつゝましけにまきらはしかくしてつらきをもおもひしりけりとみえむ
はわりなくくるしきものと思ひたりしかは心やすくて又とたえをき侍しほとに
あともなくこそかきけちてうせにしかまた世にあらははかなきよにそさすらふ
らんあはれとおもひしほとにわつらはしけにおもひまつはすけしきみえましか
はかくもあくからさゝらましこよなきとたえをかすさるものにしなしてなかく
みるやうも侍なましかのなてしこのらうたく侍しかはいかてたつねむとおもひ
給るをいまもえこそきゝつけ侍らねこれこそのたまへるはかなきためしなめれ
つれなくてつらしとおもひけるもしらてあはれたえさりしもやくなきかたおも
ひなりけりいまやう〱わすれゆくきはにかれはたえしもおもひはなれすおり
〱人やりならぬむねこかるゝゆふへもあらむとおほえ侍これなんえたもつま
しくたのもしけなきかたなりけるされはかのさかな物もおもひいてあるかたに
わすれかたけれとさしあたりてみんにはわつらはしくよくせすはあきたき事も
ありなんやことのねすゝめけんかと〱しさもすきたるつみおもかるへしこの
心もとなきもうたかひそふへけれはいつれとつゐにおもひさためすなりぬるこ
そ世中やたゝかくこそとり〱にくらへくるしかるへきこのさま〱のよきか
きりをとりくしなんすへきくさはひませぬ人はいつこにかはあらむきち上天女
をおもひかけむとすれはほうけつきくすしからむこそ又わひしかりぬへけれと
てみなわらひぬ式部か所にそけしきある事はあらむすこしつゝかたり申せとせ
めらるしもかしものなかにはなてう事かきこしめし所侍らむといへと頭の君ま
めやかにおそしとせめ給へはなに事をとり申さんとおもひめくらすにまた文章
の生に侍し時かしこき女のためしをなんみ給へしかのむまのかみの申給へるや
うにおほやけことをもいひあはせわたくしさまの世にすまふへき心をきてをお
もひめくらさむかたもいたりふかくさえのきはなま〱のはかせはつかしくす
へてくちあかすへくなん侍らさりしそれはあるはかせのもとにかくもんなとし
侍とてまかりかよひしほとにあるしのむすめともおほかりときゝ給てはかなき
ついてにいひよりて侍しをおやきゝつけてさかつきもていてゝわかふたつのみ
ちうたふをきけとなんきこえこち侍しかとおさ〱うちとけてもまからすかの
おやの心をはゝかりてさすかにかゝつらひ侍しほとにいとあはれにおもひうし
ろみねさめのかたらひにも身のさへつきおほやけにつかうまつるへきみち〱
しきことをおしへていときよけにせうそこふみにもかんなといふものかきませ
すむへ〱しくいひまはし侍にをのつからえまかりたえてそのものを師として
なんわつかなるこしおれふみつくる事なとならひ侍しかはいまにそのおんはわ
すれ侍らねとなつかしきさいしとうちたのまむにはむさいの人なまわろならむ
ふるまひなとみえむにはつかしくなんみえ侍しまいて君達の御ためはか〱し
くしたたかなる御うしろみはなにゝかせさせ給はんはかなしくちおしとかつみ
つゝもたゝ我心につきすくせのひくかた侍めれはおのこしもなんしさひなきも
のは侍めると申せはのこりをいはせむとてさて〱をかしかりける女かなとす
かい給を心はえなからはなのわたりおこつきてかたりなすさていとひさしくま
からさりしにものゝたよりにたちよりて侍れはつねのうちとけゐたるかたには
侍らて心やましきものこしにてなんあひて侍るふすふるにやとおこかましくも
又よきふしなりともおもひ給るにこのさかし人はたかる〱しきものゑんしす
へきにもあらす世のたうりをおもひとりてうらみさりけりこゑもはやりかにて
いふやう月ころふひやうおもきにたえかねてこくねちのさうやくをふくしてい
とくさきによりなんえたいめむたまはらぬまのあたりならすともさるへからん
さうしらはうけ給はらむといとあはれにむへ〱しくいひ侍いらへになにとか
はたゝうけ給はりぬとてたちいて侍にさうさうしくやおほえけんこのかうせな
ん時にたちより給へとたかやかにいふをきゝすくさむもいとおししはしやすら
ふへきにはた侍らねはけにそのにほひさへはなやかにたちそへるもすへなくて
にけめをつかひて
　　さゝかにのふるまひしるきゆふくれにひるますくせといふかあやなさいか
なる事つけそやといひもはてすはしりいて侍ぬるにおひて
　　あふことの夜をしへたてぬ中ならはひるまもなにかまはゆからましさすか
にくちとくなとは侍きとしつ〱と申せは君達あさましとおもひてそら事とて
わらひ給ふいつこのさる女かあるへきおひらかにおにとこそむかひゐたらめむ
くつけき事とつまはしきをしていはむかたなしと式部をあはめにくみてすこし
よろしからむ事を申せとせめ給へとこれよりめつらしき事はさふらひなんやと
てをりすへて男も女もわろものはわつかにしれるかたの事をのこりなくみせつ
くさむとおもへるこそいとおしけれ三史五経みち〱しきかたをあきらかにさ
とりあかさんこそあいきやうなからめなとかは女といはんからに世にある事の
おほやけわたくしにつけてむけにしらすいたらすしもあらむわさとならひまね
はねとすこしもかとあらむ人のみゝにもめにもとまる事しねんにおほかるへし
さるまゝにはまむなをはしりかきてさるましきとちの女ふみになかはすきてか
きすくめたるあなうたてこの人のたをやかならましかはとみえたり心ちにはさ
しも思はさらめとをのつからこは〱しきこゑによみなされなとしつゝことさ
らひたり上らうのなかにもおほかる事そかしうたよむとおもへる人のやかてう
たにまつはれをかしきふる事をもはしめよりとりこみつゝすさましきおり〱
よみかけたるこそものしき事なれ返しせねはなさけなしえせさらむ人ははした
なからんさるへきせちゑなと五月のせちにいそきまいるあしたなにのあやめも
おもひしつめられぬにえならぬねをひきかけ九日のえんにまつかたき詩の心を
思めくらしいとまなきおりにきくの露をかこちよせなとやうのつきなきいとな
みにあはせさならてもをのつからけにのちにおもへはをかしくもあはれにもあ
へかりける事のそのおりにつきなくめにとまらぬなとをおしはからすよみいて
たる中〱心をくれてみゆよろつの事になとかはさてもとおほゆるおりから時
〱おもひわかぬはかりの心にてはよしはみなさけたゝさらむなんめやすかる
へきすへて心にしれらむ事をもしらすかほにもてなしいはまほしからむ事をも
ひとつふたつのふしはすくすへくなんあへかりけるといふにも君は人ひとりの
御ありさまを心のうちにおもひつゝけ給これにたらす又さしすきたる事なくも
のし給けるかなとありかたきにもいとゝむねふたかるいつかたによりはつとも
なくはて〱はあやしき事ともになりてあかし給つからうしてけふは日のけし
きもなをれりかくのみこもりさふらひ給も大殿の御心いとおしけれはまかて給
へりおほかたのけしき人のけはひもけさやかにけたかくみたれたる所ましらす
猶これこそはかの人〻のすてかたくとりいてしまめ人にはたのまれぬへけれと
おほすものからあまりうるはしき御ありさまのとけかたくはつかしけにおもひ
しつまり給へるをさう〱しくて中納言の君中つかさなとやうのをしなへたら
ぬわか人ともにたはふれ事なとの給つゝあつさにみたれ給へる御ありさまをみ
るかひありとおもひきこえたりおとゝもわたり給てかくうちとけ給へれはみ木
丁へたてゝおはしまして御ものかたりきこえ給をあつきにとにかみ給へは人〻
わらふあなかまとてけうそくによりおはすいとやすらかなる御ふるまひなりや
くらくなるほとにこよひなかゝみうちよりはふたかりて侍けりときこゆさかし
れいはいみ給ふかたなりけり二条院にもおなしすちにていつくにかたかへんい
となやましきにとておほとのこもれりいとあしき事なりとこれかれきこゆきの
かみにてしたしくつかうまつる人の中河のわたりなる家なんこのころ水せきい
れてすゝしきかけに侍ときこゆいとよかなりなやましきにうしなからひきいれ
つへからむ所をとの給しのひ〱の御方たかへ所はあまたありぬへけれとひさ
しくほとへてわたり給へるにかたふたけてひきたかへほかさまへとおほさんは
いとおしきなるへしきのかみにおほせ事給へはうけ給なからしりそきていよの
かみのあそむの家につゝしむ事侍て女房なんまかりうつれるころにてせはき所
に侍れはなめけなることや侍らむとしたになけくをきゝ給てその人ちかゝらむ
なんうれしかるへき女とをきたひねはものおそろしき心ちすへきをたゝその木
丁のうしろにとの給へはけによろしきおまし所にもとて人はしらせやるいとし
のひてことさらにこと〱しからぬ所をといそきいて給へはおとゝにもきこえ
給はす御ともにもむつましきかきりしておはしましぬにはかにとわふれと人も
きゝいれす心殿の東おもてはらひあけさせてかりそめの御しつらひしたり水の
心はへなとさるかたにをかしくしなしたりゐなかいゑたつしはかきしてせむさ
いなと心とめてうへたりかせすゝしくてそこはかとなきむしのこゑ〱きこえ
ほたるしけくとひまかひてをかしきほとなり人〻わたとのよりいてたるいつみ
にのそきゐてさけのむあるしもさかなもとむとこゆるきのいそきありくほと君
はのとやかになかめ給てかの中のしなにとりいてゝいひしこのなみならむかし
とおほしいつおもひあかれるけしきにきゝをき給へるむすめなれはゆかしくて
みゝとゝめ給へるにこのにしおもてにそ人のけはひするきぬのをとなひはら
〱としてわかきこゑともにくからすさすかにしのひてわらひなとするけはひ
ことさらひたりかうしをあけたりけれとかみ心なしとむつかりておろしつれは
火ともしたるすきかけさうしのかみよりもりたるにやをらより給てみゆやとお
ほせとひまもなけれはしはしきゝ給にこのちかきもやにつとひゐたるなるへし
うちさゝめきいふことゝもをきゝ給へはわか御うへなるへしいといたうまめた
ちてまたきにやむことなきよすかさたまり給へるこそさう〱しかむめれされ
とさるへきくまにはよくこそかくれありき給ふなれなといふにもおほす事のみ
心にかゝり給へはまつむねつふれてかやうのつゐてにも人のいひもらさむをき
ゝつけたらむときなとおほえ給ことなる事なけれはきゝさし給つ式部卿の宮の
姫君にあさかほたてまつり給し歌なとをすこしほをゆかめてかたるもきこゆく
つろきかましくうたすしかちにもあるかななをみおとりはしなんかしとおほす
かみいてきてとうろかけそへ火あかくかゝけなとして御くた物はかりまいれり
とはり帳もいかにそはさるかたの心もなくてはめさましきあるしならむとの給
へはなによけむともえうけ給はらすとかしこまりてさふらふはしつかたのおま
しにかりなるやうにておほとのこもれは人〻もしつまりぬあるしのこともをか
しけにてありわらはなる殿上のほとに御らむしなれたるもありいよのすけのこ
もありあまたあるなかにいとけはひあてはかにて十二三はかりなるもありいつ
れかいつれなとゝひ給にこれは故衛門督のすゑのこにていとかなしくし侍ける
をおさなきほとにをくれ侍てあねなる人のよすかにかくて侍也さえなともつき
ぬへくけしうは侍らぬを殿上なとも思ふ給へかけなからすか〱しうはえまし
らひ侍らさめると申あはれのことや此あね君やまうとの後のおやさなん侍と申
ににけなきおやをもまうけたりけるかなうへにもきこしめしをきて宮つかへに
いたしたてむともらしそうせしいかになりにけむといつそやものたまはせし世
こそさためなきものなれといとおよすけの給ふふいにかくてものし侍なり世中
といふものさのみこそいまもむかしもさたまりたる事侍らね中につゐても女の
すくせはいとうかひたるなんあはれに侍るなんときこえさすいよのすけかしつ
くや君とおもふらむないかゝはわたくしのしうとこそは思ひて侍めるをすき
〱しきことゝなにかしよりはしめてうけひき侍らすなむと申すさりともまう
とたちのつき〱しくいまめきたらむにおろしたてんやはかのすけはいとよし
ありてけしきはめるをやなとものかたりし給ていつかたにそみなしもやにおろ
し侍ぬるをえやまかりおりあへさらむときこゆゑいすゝみてみな人〻すのこに
ふしつゝしつまりぬ君はとけてもねられ給はすいたつらふしとおほさるゝに御
めさめてこのきたのさうしのあなたに人のけはひするをこなたやかくいふ人の
かくれたるかたならむあはれやと御心とゝめてやをらおきてたちきゝ給へはあ
りつる子のこゑにてものけ給はるいつくにおはしますそとかれたるこゑのをか
しきにていへはこゝにそふしたるまらうとはねたまひぬるかいかにちかゝらむ
とおもひつるをされとけとをかりけりといふねたりけるこゑのしとけなきいと
よくにかよひたれはいもうとゝきき給つひさしにそおほとのこもりぬるをとに
きゝつる御ありさまをみたてまつりつるけにこそめてたかりけれとみそかにい
ふひるならましかはのそきてみたてまつりてましとねふたけにいひてかほひき
いれつるこゑすねたう心とゝめてもとひきけかしとあちきなくおほすまろはは
しにね侍らんあなくらとて火かゝけなとすへし女君はたゝこのさうしくちすち
かひたるほとにそふしたるへき中将の君はいつくにそ人けとをき心地してもの
おそろしといふなれはなけしのしもに人〻ふしていらへす也しもにゆにおりて
たゝいままいらむと侍といふみなしつまりたるけはひなれはかけかねを心みに
ひきあけ給へれはあなたよりはさゝさりけり木丁をさうしくちにはたてゝ火は
ほのくらきにみ給へはからひつたつものともをゝきたれはみたりかはしきなか
をわけいり給れはけはひしつる所にいり給へれはたゝひとりいとさゝやかにて
ふしたりなまわつらはしけれとうへなるきぬをしやるまてもとめつる人とおも
へり中将めしつれはなんひとしれぬおもひのしるしある心地してとの給をとも
かくも思わかれすものにおそはるゝ心ちしてやとおひゆれとかほにきぬのさは
りてをとにもたてすうちつけにふかゝらぬ心のほとゝみ給らんことはりなれと
としころおもひわたる心のうちもきこえしらせむとてなんかゝるおりをまちい
てたるもさらにあさくはあらしとおもひなし給へといとやはらかにの給ひてお
に神もあらたつましきけはひなれははしたなくこゝに人ともえのゝしらす心ち
はたわひしくあるましきことゝおもへはあさましく人たかへにこそ侍めれとい
ふもいきのしたなりきえまとへるけしきいと心くるしくらうたけなれはをかし
とみ給てたかうへくもあらぬ心のしるへを思はすにもおほめい給かなすきかま
しきさまにはよにみえたてまつらしおもふ事すこしきこゆへきそとていとちい
さやかなれはかきいたきてさうしのもといて給にそもとめつる中将たつ人きあ
ひたるやゝとの給にあやしくてさくりよりたるにそいみしくにほひみちてかほ
にもくゆりかゝる心ちするに思よりぬあさましうこはいかなる事そとおもひま
とはるれときこえんかたなしなみ〱の人ならはこそあららかにもひきかなく
らめそれたに人のあまたしらむはいかゝあらん心もさはきてしたひきたれとと
うもなくておくなるおましにいり給ぬさうしをひきたてゝあかつきに御むかへ
にものせよとの給へは女はこの人のおもふらむことさへしぬはかりわりなきに
なかるゝまてあせになりていとなやましけなりいとおしけれとれいのいつこよ
りとうて給ことのはにかあらむあはれしるはかりなさけ〱しくの給つくすへ
かめれとなをいとあさましきにうつゝともおほえすこそかすならぬ身なからも
おほしくたしける御心はへのほともいかゝあさくはおもふ給へさらむいとかや
うなるきははきはとこそはへなれとてかくをしたち給へるをふかくなさけなく
うしと思ひいりたるさまもけにいとをしく心はつかしきけはひなれはそのきは
〱をまたしらぬうゐ事そや中〱をしなへたるつらにおもひなし給へるなん
うたてありけるをのつからきゝ給ふやうもあらむあなかちなるすき心はさらに
ならはぬをさるへきにやけにかくあはめられたてまつるもことはりなる心まと
ひをみつからもあやしきまてなんなとまめたちてよろつにの給へといとたくひ
なき御ありさまのいよ〱うちとけきこえん事わひしけれはすくよかに心つき
なしとはみえたてまつるともさるかたのいふかひなきにてすくしてむとおもひ
てつれなくのみもてなしたり人からのたをやきたるにつよき心をしゐてくはへ
たれはなよ竹の心ちしてさすかにおるへくもあらすまことに心やましくてあな
かちなる御心はへをいふかたなしとおもひてなくさまなといとあはれなり心く
るしくはあれとみさらましかはくちおしからましとおほすなくさめかたくうし
と思へれはなとかくうとましきものにしもおほすへきおほえなきさまなるしも
こそ契あるとはおもひ給はめむけに世をおもひしらぬやうにおほゝれ給なんい
とつらきとうらみられていとかくうき身のほとのさたまらぬありしなからの身
にてかゝる御こゝろはへをみましかはあるましきわかたのみにてみなをし給ふ
のちせをもおもひ給へなくさめましをいとかうかりなるうきねのほとを思ひ侍
にたくひなくおもふ給へまとはるゝ也よしいまはみきとなかけそとておもへる
さまけにいとことはりなりおろかならす契なくさめ給ふ事おほかるへしとりも
なきぬ人〱おきいてゝいといきたなかりける夜かな御車ひきいてよなといふ
なりかみもいてきて女なとの御かたゝかへこそ夜ふかくいそかせ給へきかはな
といふもありきみは又かやうのつゐてあらむ事もいとかたくさしはへてはいか
てか御ふみなともかよはんことのいとわりなきをおほすにいとむねいたしおく
の中将もいてゝいとくるしかれはゆるし給ても叉ひきとゝめ給つゝいかてかき
こゆへき世にしらぬ御心のつらさもあはれもあさからぬよのおもひいてはさま
〱めつらかなるへきためしかなとてうちなき給ふけしきいとなまめきたり鳥
もしは〱なくに心あはたゝしくて
　　つれなきをうらみもはてぬしのゝめにとりあへぬまておとろかすらむ女身
のありさまをおもふにいとつきなくまはゆき心地してめてたき御もてなしもな
にともおほえすつねはいとすく〱しく心つきなしとおもひあなつるいよのか
たのおもひやられて夢にやみゆらむとそらおそろしくつゝまし
　　身のうさをなけくにあかてあくる夜はとりかさねてそねもなかれけること
ゝあかくなれはさうしくちまてをくり給ふうちもとも人さはかしけれはひきた
てゝわかれ給ほと心ほそくへたつるせきとみえたり御なをしなとき給てみなみ
のかうらむにしはしうちなかめ給ふにしおもてのかうしそゝきあけて人〱の
そくへかめりすのこの中のほとにたてたるこさうしのかみよりほのかにみえ給
へる御ありさまを身にしむはかりおもへるすき心ともあめり月はあり明にてひ
かりおさまれるものからかけさやかにみえて中中おかしきあけほのなりなに心
なきそらのけしきもたゝみる人からえんにもすこくもみゆるなりけり人しれぬ
御心にはいとむねいたくことつてやらんよすかたになきをとかへりみかちにて
いて給ぬ殿にかへり給てもとみにもまとろまれ給はすまたあひみるへきかたな
きをましてかの人のおもふらん心のうちいかならむと心くるしくおもひやり給
ふすくれたることはなけれとめやすくもてつけてもありつる中のしなかなくま
なくみあつめたる人のいひし事はけにとおほしあはせられけりこのほとは大殿
にのみおはしますなをいとかきたえておもふらむ事のいとおしく御心にかゝり
てくるしくおほしわひてきのかみをめしたりかのありし中納言のこはえさせて
んやらうたけにみえしを身ちかくつかふ人にせむうへにも我たてまつらむとの
給へはいとかしこきおほせ事に侍なりあねなる人にのたまひみんと申もむねつ
ふれておほせとそのあね君はあそむのおとうとやもたるさも侍らすこの二年は
かりそかくてものし侍れとおやのおきてにたかへりとおもひなけきて心ゆかぬ
やうになんきゝ給ふるあはれのことやよろしくきこえし人そかしまことによし
やとの給へはけしうは侍らさるへしもてはなれてうと〱しく侍れは世のたと
ひにてむつひ侍らすと申すさて五六日ありてこの子ゐてまいれりこまやかにを
かしとはなけれとなまめきたるさましてあて人とみえたりめしいれていとなつ
かしくかたらひ給ふわらは心ちにいとめてたくうれしとおもふいもうとの君の
事もくはしくとひ給ふさるへきことはいらへきこえなとしてはつかしけにしつ
まりたれはうちいてにくしされといとよくいひしらせ給かゝる事こそはとほの
心うるもおもひのほかなれとおさな心ちにふかくしもたとらす御ふみをもてき
たれは女あさましきに涙もいてきぬこのこのおもふらん事もはしたなくてさす
かに御ふみをおもかくしにひろけたりいとおほくて
　　みし夢をあふ夜ありやとなけくまにめさへあはてそころもへにけるぬる夜
なけれはなとめもをよはぬ御かきさまもきりふたかりて心えぬすくせうちそへ
りける身をおもひつゝけてふし給へり又の日小君めしたれはまいるとて御かへ
りこふかゝる御ふみみるへき人もなしときこえよとのたまへはうちゑみてたか
ふへくもの給はさりしものをいかゝさは申さむといふに心やましくのこりなく
のたまはせしらせてけるとおもふにつらきことかきりなしいておよすけたる事
はいはぬそよきさはなまいり給そとむつかられてめすにはいかてかとてまいり
ぬきのかみすき心にこのまゝはゝのありさまをあたらしきものにおもひてつい
そうしありけはこの子をもてかしつきてゐてありく君めしよせてきのふまちく
らししを猶あひおもふましきなめりとゑんし給へはかほうちあかめてゐたりい
つらとの給ふにしか〱と申すにいふかひなのことやあさましとて又も給へり
あこはしらしなそのいよのおきなよりはさきにみし人そされとたのもしけなく
くひほそしとてふつゝかなるうしろみまうけてかくあなつり給ふなめりさりと
もあこはわか子にてをあれよこのたのもし人はゆくさきみしかゝりなんとの給
へはさもやありけんいみしかりけることかなとおもへるをかしとおほすこの子
をまつはし給てうちにもゐてまいりなとし給ふわかみくしけとのにの給ひてさ
うそくなともせさせまことにおやめきてあつかひ給ふ御ふみはつねにありされ
とこの子もいとおさなし心よりほかにちりもせはかろ〱しき名さへとりそへ
ん身のおほえをいとつきなかるへくおもへはめてたき事もわか身からこそとお
もひてうちとけたる御いらへもきこえすほのかなりし御けはひありさまはけに
なへてにやはとおもひいてきこえぬにはあらねとをかしきさまをみえたてまつ
りてもなにゝかはなるへきなとおもひかへすなりけり君はおほしおこたる時の
まもなく心くるしくもこひしくもおほしいつおもへりしけしきなとのいとおし
さもはるけんかたなくおほしわたるかろ〱しくはひまきれたちより給はんも
人めしけからむ所にひんなきふるまひやあらはれんと人のためもいとをしくと
おほしわつらふれいのうちに日かすへ給ふころさるへきかたのいみまちいて給
ふにはかにまかて給まねしてみちのほとよりおはしましたりきのかみおとろき
てやり水のめいほくとかしこまりよろこふこきみにはひるよりかくなんおもひ
よれるとの給ひ契れりあけくれまつはしならはし給けれはこよひもまつめしい
てたり女もさる御せうそこありけるにおほしたはかりつらむほとはあさくしも
おもひなされねとさりとてうちとけ人けなきありさまをみえたてまつりてもあ
ちきなくゆめのやうにてすきにしなけきをまたやくはへんと思みたれてなをさ
てまちつけきこえさせん事のまはゆけれはこきみかいてゝいぬるほとにいとけ
ちかけれはかたはらいたしなやましけれはしのひてうちたゝかせなとせむにほ
とはなれてをとてわた殿に中将といひしかつほねしたるかくれにうつろひぬさ
る心して人とくしつめて御せうそこあれと小君はたつねあはすよろつの所もと
めありきてわたとのにわけいりてからうしてたとりきたりいとあさましくつら
しとおもひていかにかひなしとおほさむとなきぬはかりいへはかくけしからぬ
心はえはつかふものかおさなき人のかゝる事いひつたふるはいみしくいむなる
ものをといひおとして心地なやましけれは人〻さけすおさへさせてなむときこ
えさせよあやしとたれも〱みるらむといひはなちて心のうちにはいとかくし
なさたまりぬる身のおほえならてすきにしおやの御けはひとまれるふるさとな
からたまさかにもまちつけたてまつらはおかしうもやあらまししゐておもひし
らぬかほにみけつもいかにほとしらぬやうにおほすらむと心なからもむねいた
くさすかにおもひみたるとてもかくてもいまはいふかひなきすくせなりけれは
むしんに心つきなくてやみなむとおもひはてたり君はいかにたはかりなさむと
またおさなきをうしろめたくまちふし給へるにふようなるよしをきこゆれはあ
さましくめつらかなりける心のほとを身もいとはつかしくこそなりぬれといと
〱おしき御けしき也とはかりものものたまはすいたくうめきてうしとおほし
たり
　　はゝき木の心をしらてその原のみちにあやなくまとひぬるかなきこえんか
たこそなけれとの給へり女もさすかにまとろまさりけれは
　　かすならぬふせ屋におふる名のうさにあるにもあらすきゆるはゝ木〻とき
こえたりこきみいと〱おしさにねふたくもあらてまとひありくを人あやしと
みるらんとわひ給ふれいの人〱はいきたなきにひと所すゝろにすさましくお
ほしつゝけらるれと人にゝぬ心さまのなをきえすたちのほれりけるとねたくか
ゝるにつけてこそ心もとまれとかつはおほしなからめさましくつらけれはさは
れとおほせともさもおほしはつましくかくれたらむ所になをゐていけとの給へ
といとむつかしけにさしこめられて人あまた侍めれはかしこけにときこゆいと
おしとおもへりよしあこたになすてそとの給ひて御かたはらにふせたまへりわ
かくなつかしき御ありさまをうれしくめてたしと思ひたれはつれなき人よりは
中〱あはれにおほさるとそ